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【事業内容】八代の規格外野菜を用いた新商品を開発・販売を行うことを最終的な目標にしている。農家にとって規格外野菜は費用となる。規格外の野菜をビジネスの力で
収益に変えることができれば、農家の費用負担を減らすことにつながり、幸せになれる一つの要因になるのではないかと考え、このプロジェクトを開始した。

①八代の農家の現状調査
トマト・ブロッコリー・白菜を栽培している２軒の農家で農業体験をするとともに農家の現状について
インタビューを行った。ここで規格外野菜を使用した商品の存在を知る。

規格外野菜を用いた商品(ドライトマト・トマトピューレ)
八代では、その他様々な商品を開発していることを知る。

②トマト加工所とＪＡやつしろへの施設訪問
規格外野菜を使用した商品開発を調査。トマトケチャップ・ピューレ、ドライトマトが商品化されていた。私たちも規格外野菜を用いた商品作れないか！！
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③規格外野菜を使った商品開発
県内企業で、規格外野菜を使用したドライ商品を多く扱う（株）ＨＯ
ＳＨＩＫＯリンクス様から商品開発のノウハウを学び試作を開始。

④地元八代や県内で起業された個人事業主様とのコラボレーションで商品開発
「やつしろサニーサイドファーム」、「コミーダ・デ・バタタ」、「フェルムカトリーヌ」等、
複数の個人事業主様の御協力をいただき、商品開発を進めています。

⑤販売実習「東高マーケット」にてテスト販売
開発した商品を本校の販売実習「東高マーケット」にてテスト販売を行います。（日時：１２／２・３日、 場所：八代本町アーケード）規格外野菜を使用した商品
を宣伝・販売することで食品ロスへの関心を高めるとともに、今回開発した商品をお客様に評価していただき、より魅力的な商品になるように改良に繋げたい。


